
 

 

 

 

 

 

 ルーチンワーク用極点データ処理 

  ＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒ 

   

 

 毎日、大量の極点処理を行うために作成された極点データ処理 

 入力データは、ＲＩＮＴＡＳＣＩＩテキストデータ 

 出力は、処理結果のＲＩＮＴＡＳＣＩＩテキストデータ、ＰＦｔｏＯＤＦ向けテキストデータ 

 

 

 処理をサポートするデータ 

  バックグランド位置を指定する ＳＬＩＴ－ＴＡＢＬＥ 

  Ｄｅｆｏｃｕｓ曲線を指定する Ｄｅｆｏｃｕｓ－ＴＡＢＬＥ 

 

 処理内容 

  ＲＤ補正（自動計算も可能） 

  スムージング 

  バックグランド計算 

  吸収補正 

  Ｄｅｆｃｏｕｓ補正 

  強度の内部規格化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



予め決めること 

 ＯＤＦ解析する場合、複数の極点図が必要です。 

 この測定条件を材料別に決定します。 

 例えばＣｕターゲットを用いてＡｌ試料の測定 

  

 Al-Slit-TABLE は 

   

 ファイル名 Al-Slit-TABLE.txt として作成。これがバックグランド位置指定ファイルです。 

 

 あるいは ＣｕターゲットでＣｕ試料の測定 

  

 Cu-Slit-TABLE は 

   

 ファイル名 Cu-Slit-TABLE.txt として作成。 

 

 作成理由 

  ルーチンでＯＤＦ解析する場合、バックグランド位置とスリットの幅を変更する理由が 

  ありません。 

  又、ＲＩＮＴ－ＡＳＣＩＩテキストファイルにはバックグランド情報がありません。 

  AscPoleFileChanger ソフトウエアで解析する場合、このファイル作成は必須です。 

 

   

 

 

 

 

 

 



最初に測定する試料 

 X 線による極点解析で重要な事は、光学系の補正を行う為の Defcous 曲線の作成です。 

 この Defcous 曲線は、無配向試料の測定で得られます。 

  

 例えば、ＡｌのＯＤＦ解析を行うのであれば、Ａｌの無配向試料が必要です。 

 もし手持ちがない場合、Ａｌの粉末で代用します。 

  

 測定条件は、Al-Slit-TABLE 条件で測定します。 

  

Ｄｅｆｏｃｕｓ－ＴＡＢＬＥの作成 

 Defocus-TABLE は材料が異なれば別の TABLE が必要です。 

 Ａｌ試料の場合、Al-Defocus-TABLE.txt 

 Ｃｕ試料の場合、Cu-Defocus-TABLE.txt 

 Ｆｅ－Ａ試料の場合、Fe-A-Defocus-TABLE.txt 

 Ｆｅ－Ｇ試料の場合、Fe-G-Defcous-TABLE.txt 

 など 

 

Ａｌの無配向試料からＤｅｆｃｏｕｓ－ＴＡBLE の作成 

 Al-Slit-TABLE.txt に従った測定を行う。 

  

 バイナリーー＞ＡＳＣＩＩ変換ソフトでＲＩＮT2000ASCII ファイル作成 

  

 



  

ＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒを使ってデータ処理 

 Ｓｌｉｔ－ＴＡＢＬＥを指定する。 

  



 で処理ファイルを指定する。作成するテキストは  

  

 処理はバックグランド除去 

  

 指定したファイルに登録された{h,k,l}を元に、Slit-TABLE からバックグランド情報を表示 

 {h,k,l}が間違っていたら変更し する。 

 で する。 

 作成されるファイル名は、 

  

 111.7mm-2B-chBS.txt 

 他のデータも同様に処理する。 

  

 バックグランド処理と強度の規格化が行われたデータ 

 処理結果の極点図を見る場合、ＴＸＴと共にＡＳＣにチェックを入れて処理すれば 

 処理結果のＡＳＣファイルが作成され、ＲＩＮＴ極点処理で表示できます。 

  



Ｄｅｆｏｃｕｓ－ＴＡＢＬＥの作成 

 バックグランドが処理された無配向試料ＴＸＴデータから 

ＤｅｆｏｃｕｓＭａｋｅＴＡＢＬＥプログラムで作成 

 

 でＴＸＴデータを同時に複数指定 

  

 

 



作成するファイル名を Al-defcous-TABLE とする。 

 

で計算スタート以下のＴＡＢLE が表示される。 

 

作成されるファイル 

 

 

Al-Defocus-TABLE.txt は、ＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒ用のＴＡＢLE 

realAl-Defocus-TABLE.txt は、Ｅｘｃｅｌ表示用ファイル 

 



realAl-Defocus-TABLE をＥｘｃｅｌで表示させると 

 

図では横軸０－＞８０度 ０：は極点図の中心です。 

極点図の外側では強度が低くなることが分かります。 

 

これで、Ａｌ用の準備が完了しました。 
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